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 予備調査の結果、家族共食の心理社会的機能に関する項目は 27 項目抽出された。さらに，そ
れに先行研究から 4 項目を追加し、計 31 項目の尺度を作成した。それを因子分析した結果、「お
互いに支え合う支援的食事場面」因子(α=.897)、「特別な日のごちそうがある支援的食事場面」
因子(α=.897)、「お互いに干渉し合わない支援的食事場面」因子(α=.794)、「サプライズのあ
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調査対象者: X 県 A 私立大学の学部生女子 85 名に対して実施した。 





整理方法: 回答は，臨床心理学専攻の教員 1 名および大学院生 2 名で内容分析を行い，項目を検討
した。 
結果: 予備調査の結果 27 項目の質問文を作成した(Table1)。 
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２．本調査 
調査対象者: X 県 A 私立大学の学部生女子 332 名を対象に実施した。平均年齢は 19.43(SD＝1.22)
であった。欠損値の多いデータを除き，有効回答率は 91.57%(304 名)となった。学年の内訳は，1
年生 110 名，2 年生 81 名，3 年生 72 名，4 年生 41 名である。 













離を mm 単位で測定する。 
3) 家族共食の心理社会的機能を測定する質問項目 
  予備調査で得られた 27 項目に加え，先行研究からも質問項目を抽出した。先行研究の Family 
Mealtime Q-sort(Kiser,L.J., et al.,2010)とは，家族の食事の習慣を計量的に測定する方法であり，






















次に，天井効果の見られた 4 項目を除いた 27 項目について因子分析(主因子法･プロマックス回転)
を行った結果、4 因子が最も妥当な因子数と考えられた。次いで，因子負荷量が 0.35 に満たなかっ
た項目 7，14，20，24，30 を削除し，最終的に，22 項目・4 因子解での解釈を最適解とした。なお，




 第Ⅱ因子には，6 項目が集約された(項目 8，1，13，17，11，4)。何らかのイベントがある日にそ
れに合った特別な料理を用意する内容が多かったため，「特別な日のごちそうがある支援的食事場面」
因子と命名した。 







尺度全体ではα=.863 であった。これにより，22 項目 4 因子構造の｢支援的家族共食機能尺度｣が得ら
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Table2 支援的家族共食機能尺度 因子分析（プロマックス回転） 
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
27 0.931 -0.198 0.076 0.015
28 0.924 -0.298 -0.069 0.093
25 0.815 0.079 0.01 -0.098
10 0.623 0.093 -0.039 -0.003
3 0.555 0.324 0.138 -0.126
29 0.504 0.293 -0.062 -0.005
21 0.494 0.105 -0.204 -0.042
22 0.458 0.251 -0.117 0.02
19 0.406 0.27 0.207 0.096
8 -0.049 0.881 -0.014 -0.014
1 -0.094 0.878 0.086 -0.068
13 -0.078 0.853 -0.019 0.031
17 0.001 0.786 -0.053 0.086
11 0.196 0.494 -0.082 0.147
4 0.122 0.436 0.103 0.258
5 0.053 0.135 0.827 -0.065
6 0.007 0.098 0.786 -0.093
12 -0.04 -0.133 0.734 0.096
31 -0.2 -0.198 0.402 0.113
26 0.193 -0.102 0.053 0.593
16 -0.172 0.106 -0.106 0.59
18 -0.034 0.168 0.003 0.564
因子相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
Ⅰ － 0.649 -0.345 0.361
Ⅱ － -0.234 0.53
Ⅲ － 0.096
Ⅳ －

























































Table3 支援的家族共食機能と学年      Table4 支援的家族共食機能と居住形態  
 
３．支援的家族共食機能尺度と家族類型 
 家族関係投影図における家族成員間の距離を mm 単位で測定し，家族図式パターンを検討した。
なお，本研究においては分析の対象を本人，父，母の 3 者に限定した。 
父子間の距離，母子間の距離，夫婦間の距離を求め，大規模ファイルのクラスター分析を行ったと
ころ，4 つのグループに分類された。第 1 の類型には 25 名が分類された。この類型は，父子間・母
子間の距離が共に遠く，夫婦間の距離が近いことが特徴であるため，「夫婦優位型」とした。第 2 の
類型には 10 名が分類された。この類型では，父子間と夫婦間の距離が遠く，父親が疎外された家族
















第Ⅳ因子 ① 1年生 2.27（0.63） 0.41
「サプライズのある ② 2年生 2.78（0.58）
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213 名が分類された。この類型では，父子間，母子間，夫婦間の距離において極端な差が見られず，











Table5 支援的家族共食機能と家族類型  
M(SD） F 値 多重比較








第Ⅲ因子 ① 夫婦優位型 2.20（0.63） 4.97 ** ①>>④
② 父親不在型 2.43（0.47） ②>>③
③ 家族拡散型 1.82（0.57）
④ 平均型 1.84（0.64）
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